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う
ち
の
曾
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

う
ち
の
曾
お
ば
あ
ち
や
ん
は
、
八
十
三
才
で
も
元
気
で
、
い
つ
も

曾
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
は
、
五
月
五
日

（
子
供
の
日
）
で
す
。

っ
た
の
で
、
私
は
修
学
旅
行
で
、
曾
お
ば
あ
ち
や
ん
に
も
っ
と
長
生

曾
お
ば
あ
ち
や
ん
の
住
ん
で
い
る
家
に
は
、
あ
ま
り
遊
び
に
行
か

時
々
曾
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
用
事
で
外
へ
出
か
け
る
の
で
、

「事

故
に
あ
わ
な
い
か
な
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
。

」と
私
は
心
配
に
な
り

小
さ
い
頃
、
曾
お
ば
あ
ち
や
ん
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
に
行
っ
た
こ

い
つ
も
や
さ
し
い
曾
お
ば
あ
ち
や
ん
。
笑
顔
を
忘
れ
な
い
で
、
い

つドΠの主ば記事
交
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役場庁舎前の広場に植樹する関係者



(3)広 報ι

'4
市
浦
村
消
防
団

（
三
和
清
平
団

長
）
の
観
閲
式
が
六
月
十
三
日
、

相
内
地
区
で
行
わ
れ
、
放
水
演
習

や
分
列
行
進
を
し
た
あ
と
、
市
浦

中
学
校
用
務
員
室
付
近
か
ら
火
災

発
生
を
想
定
し
て
、
火
災
防
御
及

び
人
命
救
助
訓
線
を
行

い
、
本
番

さ
な
が
ら
の
緊
張
感
が
み
な
ぎ

っ

防
体
制
の
確
立
に
よ
り
、
地
域
住

民
の
身
体
、
生
命
、
財
産
を
災
害

競
技
を
し
た
あ
と
、
三
重
貢
村
長

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

学
校
が
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
同

な
が
ら
の
緊
張
感
が
み
な
ぎ

っ
て

彰
、
退
団
者
に
は
感
謝
状
を
贈
っ

◆
優
良
消
防
団
員
表
彰

佐
藤
竹
治
（第

一
分
団
第

一
部
）

佐
藤
輝
治
（第

一
分
団
第
二
部
）

工
藤
　
広
（第
二
分
団
第

一
部
）

木
村
弘
伸
（第
三
分
団
第
二
部
）

佐
藤
　
淳
（第
四
分
団
第

一
部
）

◆
退
団
者
感
謝
状

◆
王
落
し
競
技
の
成
績

２３
秒
８５
）
、
第
二
位
＝
第

一
分
団

第

一
部

（４‐
秒
７４
）
、
第
三
位
＝

第
二
分
団
第

一
部

（４‐
秒
９４
）

が
総
出
で
、
相
内
地
区
全
域
に
わ

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
地
域

人
事
異
動

⌒　
）
は
旧
所
属
で
す
。

主
事
補
）
柏
谷
哲
治
▽
総
務

課
主
事
補

（採
用
）
竹
谷
裕

子
▽
経
済
課
王
事
補

⌒同
）

鳴
海
忠
▽
教
委
主
事
補
（同
）

納
室
長
）

鎖馘餞X
饉驚鷲鰹
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(5)広 報ι tt ι

相
内
第
一
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝

大
会
は
、
七
月
十
五
日
午
前
九
時

の
親
睦
を
深
め
よ
う
―
」
と
、
毎

て
い
る
も
の
で
、
村
内
各
地
区
の

地
域
性
を
生
か
し
、　
一
人
で
も
多

え
る
た
め
、
会
場
を
持
ち
回
り
に

で
大
会
を
打
ち
切
っ
た
も
の
の
、

二
重
貢
村
長
、
伊
藤
威
市
浦
営
林

あ
と
、
奈
良
孝
博
さ
ん

（大
田
チ

戦
い
ま
す
」
と
、
力
強
く
選
手
宣

総
合
優
勝
制
を
と
り
入
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
応
援
に
も
熱
が
入
る

な
ど
、
会
場
は
声
援
と
爆
笑
が
こ

準
優
勝
十
二
第

一
チ
ー
ム
（
７．
点
）

第
二
位
磯
松
チ
ー
ム

（
６６
点
）

第
四
位
脇
元
第
ニ
チ
ー
ム
⌒
６４
点
）

◆
功
労
者
（五
年
間
団
長

・
監
督
）

団
長
＝
村
元
尚
悦
。
監
督
＝
岩
間

紀
子
、
石
岡
敦
子
。

八
月
は

「安
全
で
明
る
い

◎
就
職

に
際

し
て
の
注
意
事
項

①

公
共
職
業
安
定
所

の
紹
介

で
就

②
役
場
、
各
出
張
所

へ
届
出
を
す

③
出
稼
ぎ
労
働
者

手
帳

の
交
付
を

④
就
労
前

に
健
康
診
断
を
受
け
る
。

（診
療
所

で
行

っ
て

い
ま
す
）

⑤
雇
入
通
知
書

の
交
付
を
受
け
る
。

（出
稼
ぎ
手
帳

に
記
載

し
て
も

・ら
う
）

⑤
事

故
見
舞
金

に
加
入
す
る
。

⑦
グ
ル
ー
プ
で
就
職
す
る
。川口定雄さん(相 内)

三上浅吉さん (十 二)斎藤正彦さん (脇 元)
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“

)

め
夕
歓
久
９
算
國
Ｑ

止
７

二

移

紹

「鳥
海
」
の

「城
主
」
と
な
っ

と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

唸
鳥
海
城
址

「鳥
海
城
址
」
は
現
在
の
岩

手
県
胆
沢
郡
金
ケ
崎
町
大
字
西

根
と
い
う
所
に
構
築
さ
れ
て
い

た
城
跡
で
す
。
城
と
い
う
よ
り

「柵
」
と
か

「館
」
と
か
い
っ

西
北
の
二
面
は
平
坦
で
、
東

面
は
そ
れ
よ
り

一
段
低
く
、
南

側
が
胆
沢
川
に
臨
ん
だ
堅
固
な

俗
に

「二
郎
館
」
と
も
呼
ば
れ

６
捕
虜
、
流
人
と
な
る

康
平
五
年

（
一
〇
六
二
）
九

月
十

一
日
、
源
頼
義
、
義
家
父

子
の
攻
撃
に
あ
っ
て
「鳥
海
柵
」

る
以
前
に
、
安
倍
軍
最
後
の
砦

で
あ
る
「騒
鵬
柵
」
に
落
ち
の

川
柵
も
焼
討
ち
に
あ
り
、
貞
任

等
は
討
死
に
し
ま
し
た
が
、

「

宗
任
」
は
厨
川
柵
か
ら
脱
出
し
、

諸
所
に
潜
行
し
て
い
ま
し
た
け

れ
ど
、
源
軍
の
探
索
が
厳
し
く

遂
に
八
幡
太
郎
義
家
の
度
量
を

死
罪
を
許
さ
れ
て
、
伊
予
国

（

現
愛
媛
県
）
へ
流
人
の
身
と
な

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
流

人
の
身
は
言
語
を
絶
す
る
ほ
ど

治
暦
三
年

（
一
〇
六
八
）
、

宗
任
が
伊
予
国
を
脱
出
す
る
と

い
う
暉
が
京
都
に
聞
え
て
き
て

た
と
も
い
わ
れ
、
現
在
の
元
自

民
党
幹
事
長
安
倍
晋
太
郎
氏
の

０
挿
話

由
来
、
安
倍
氏
の
系
統
は
中

央
国
家
権
力
者
か
ら

「
蝦
夷
」

（え
ぞ
）
と
呼
ば
れ
、
身
分
の

は
芸
術
的

。
文
学
的
才
能
の
人

と
の
戦
場
で
の
歌
の
贈
答
で
も

だ
武
骨

一
徹
の
武
将
で
は
な
か

り
継
が
れ
て
今
日
の
私
た
ち
に

ま
す
。

「秋
田
家
系
図
』
に
よ

京
都
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
時
の

後
冷
泉
天
皇
や
公
卿
た
ち
は
、

「北
国
の
蝦
夷
と
い
わ
れ
て
い

る
人
び
と
は
ど
ん
な
異
様
な
容

姿
を
し
て
い
る
か
、
ぜ
ひ
み
た

の
庭
園
に
宗
任
以
下
を
引
き
連

時
あ
た
か
も
梅
花
の
季
節
で

人
び
と
、
こ
と
に
宮
廷
に
仕
え

押
す
を
押
す
な
の
大
騒
ぎ
で
し

す
。
禁
庭
に
集
ま
っ
た
公
卿
た

ち
は
、

「北
国
は
寒
気
が
は
な

ら
梅
の
花
を
見
た
こ
と
が
な
い

て
や
ろ
う
。

」
と
相
談
し
、
梅

の
花
の

一
枝
を
折
っ
て
宗
任
に

我
が
国
の
梅
の
花
と
は
見
た

こ
れ
を
聴
い
た
天
皇
や
公
卿

の
に
舌
を
巻
い
て
驚
い
て
感
嘆

し
、
死
罪
を
宥
し
て
筑
紫

（現

九
州
）
の
国
に
流
し
た
と

「秋



情
TTさL世 飩

役場の電話は62-21‖

国民年金適用漏れ者の
資格適用の実施について

③該当者については、役場で確認

検察審査会にご相談を

電話0172⑫ 4321(内線340)

市浦村の人口と世帯数    平成2.7!現在

就労前講習会のお知らせ

010凸曇晶馨:

第
８５
回
全
国
商
工
会
珠
算
検
定

試
験
が
七
月
五
日
午
後
三
時
二
十

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
験
者
数

▽
二
級
　
大
沢
七
枝

（辻
分
珠

算
塾
）

▽
三
級
　
葛
西
理
恵
、
下
山
夏

美
、
石
岡
麻
紀
子
（辻
分
珠
算
塾
）

▽
四
級
　
相
川
和
哉
⌒浦
田
塾
）

吉
田
朝
美
、
葛
西
真
也

⌒辻
分
珠

算
塾
）

▽
五
級
　
上
野
光
代
、
相
川
高

昭

⌒浦
田
塾
）
三
上
貴
宏

（辻
分

珠
算
塾
）

▽
六
級
　
梶
浦
美
彩
子
、
亀
田

幸
季
、
相
川
潔
考
、
相
川
さ
ゅ
り
、

小
山
内
め
ぐ
み

（浦
田
塾
）
中
野

春
菜
、
三
上
奈
津
子
、
安
保
多
枝

子
、
柏
谷
幸
子
、
太
田
麻
美

（辻

分
珠
算
塾
）

▽
七
級
　
秋
田
圭
美
（浦
田
塾
）

猿
賀
茜
、
大
沢
巧

⌒辻
分
珠
算
塾
）

▽
八
級
　
岡
本
奈
津
美

⌒辻
分

珠
算
塾
）

▽
九
級
　
松
橋
弘
祐
（浦
田
塾
）

櫛
引
美
穂

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
十
級
　
古
川
千
尋
、
三
浦
清

香
、
浜
田
英
嗣
、
内
藤
隆

一
、
中

井
裕
子
、
中
島
扶
紀
子
（浦
田
壁
）

岩
間
智
美
、　
一
戸
薫

（辻
分
珠
算

塾
）

196-



け
で
な
く
、
内
臓
の
機
能
ま
で
も

負
け
な
い
体
を
保
つ
た
め
、
運
動

習
慣
を
取
り
入
れ
心
地
よ
い
汗
を

流
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
の
健
康
意
識
調
査
の
結
果

運
動
、
休
養
の
た
め
何
か
心
が
け

十
歳
代
の
人
の
約
半
分
を
占
め
て

親
し
む
等
は
年
代
毎
に
多
く
な
っ

運動をしないとどうなるか

毎
日
の
生
活
の
中
で
続
け
ら
れ

る
運
動
と
し
て
多

い
順
に
あ
げ
る

と
、
男
性
は
、
歩
く
こ
と
、
体
操
、

女
性
は
、
体
操
、
歩
く
こ
と
、
農
作

歩
く
健
康
法

⌒効
果
）

運
動
を
必
要
と
思
っ
て
、
何
か

が
最
も
多
か
っ
た
の
で

″
歩
く
健

①
毛
組
血
管
の
循
環
が
よ
く
な
る
。

盛
ん
に
な
る
。

②
血
管
が
若
々
し
く
な
る
。

血
管
が
運
動
に
対
し
て
の
適
応

力
を
も
ち
、
弾
力
性
の
あ
る
若
々

し
い
血
管
に
な
り
ま
す
。
四
十
歳

代
か
ら
歩
き
始
め
れ
ば
、
動
脈
硬

③
足
腰
が
強
く
な
る
。

首
か
ら
肩
、
腕
の
筋
肉
、
背
中

か
ら
腰
、
足
の
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
、

凝
り
や
痛
み
も
な
く
な
り
ま
す
。

④
カ
ロ
リ
ー
消
費
で
肥
満
防
止
。

早
足
な
ら
、
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
が
増
大
し
、
肥
満
の
予

と
違
っ
て
特
に
準
備
運
動
は
い
り

中
高
年
者
で
は
、
運
動
直
後
の

衛

（静
　
岡
）

千
可
子

（十
　
一こ

幸

春

（中
　
里
）

由
　
子

（十
　
一こ

辰
　
男

（東
　
一ユ

聡
　
美

（十
　
一二

和
　
子

（五
所
川
原
）

義
　
弘

（十
　
一二
）

美
奈
子

（
黒
　
石
）

義
　
弘

（横
　
浜
）

佳
　
子

入
相
　
内
）

囲
脚
閣
圃

京

　

子

（
相

内

）

６６

才

く

　

に

（
相

内

）

９５

才

カ

　

シ

（
相

内

）

９５

才

き

　

く

（
相

内

）

６８

才

義

　

雄

（
磯

松

）

６‐

才

正

　

男

（
磯

松

）

６５

才

石

太

郎

（
脇

元

）

８２

才

今
年
度
は
、
適
度
な
運
動
を
習

慣
づ
け
る
た
め
、
ど
ん
な
運
動
な

ら
毎
日
の
生
活
の
中
で
続
け
ら
れ

本

健

診

の
場

で

お

聞

き

し

ま

し

た

。

ち

、

女

性

が

七

十

四

・
四

％

で

、

年

齢

別

で

は

五

十

～

六

十

歳

代

が

約

七

十

五

％

で

あ

る

。

毎

日

の
生

活

の
中

で

運

動

は

必

る

。

そ

れ

は

、

健

康

の

た

め

、

老

化

防

止

、

気

分

転

換

、

肥

満

予

防

早足で歩くための服装と歩き方

[I曾 響こ夏甕RI菫量I[田 i司協
お
　
誕
　
生

英

⌒磯
松
）

靖

奈

（十
三
）
睦
夫

佳

（十
三
）
忠
教

也

（相
内
）
勇
二

輝

（十
三
）
清
則

太

（磯
松
）
信
也

ご
　
結

信

（山

智
　
子

（十

達

（太

戸 田 三 梨  婚

>49く

③

③

③

③

こ
の
程
、
相
内
地
区
の
三
上

一
度
咲
い
た
モ
ク
レ
ン
の
花
が

三
度
咲
き
し
ま
し
た
。


